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３ 論文の構成    
 凡例 
 序章 
 一節 問題意識と目的 
 二節 『文学論』と「断面的文学」 
 三節 『草枕』と「断面的文学」 
 四節 「文芸の哲学的基礎」と「断面的文学」 
 五節 「俳句的小説」と「彽徊趣味」 
 六節 考察視点と独創的なところ、本研究の意義と位置づけ 
 七節 先行研究―漱石漢詩の注釈 
 八節 先行研究―小説漢詩の挿入と引用 












































































































                       
５ 論文の特質 
 夏目漱石研究は、日本近代文学研究の中でも最も多くなされていると言っても過言ではない。
しかし、その漱石研究の中心は小説であり、漢詩に対してはあまりなされてこなかった。本論は、
そのあまりなされてこなかった漱石の漢詩に正面から取り組んだところに、最大の特質がある。 
 その特質を具体的に記すと、まず第一に、漱石が『文学論』や評論などで記している「断面的
文学」という視点から、漱石の漢詩 208首や小説を論じたことである。この「断面的文学」から
漱石の漢詩を論じた先行研究はない。そういう意味で大きな特質であると言える。 
 第二の特質は、とりわけ第一部の第一章と第二章に論じられているように、漢詩を一首ずつで
はなく、そこに語彙やイメージの連鎖があり、長編詩のようになっているということを論じたこ
とである。第一章では、前期の漢詩作品の「木屑録」に、「故郷」のイメージが連続しているが、
これは実在の故郷ばかりでなく、思想や精神上の故郷でもあることを指摘した。第二章では、後
期の作品であり、そこに官職を退いて静かに生活するという「帰臥」のイメージが連続し長編詩
のようになっていることを指摘した。このような指摘は今までに無かった。 
 第三の特質は、『思ひ出す事など』や『虞美人草』、『草枕』の詩入り作品を丁寧に、また詳細に
論じたことである。つまり、散文作品の中に入れられた漢詩は、作品全体とどのような関係にな
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っているのかということである。『思ひ出す事など』では、漢詩は本文との一体感や本文を互いに
補足する構成や結びの作用として働いているとし、また『虞美人草』では、人物像を表す材料や
物語の展開を予示する伏線になっているとし、さらに『草枕』では、作品を展開する道具として
作用していると指摘しているが、それぞれの特質を言い当てているといえる。 
 第四の特質は、後漢の張衡の「四愁詩」の言葉が多用されていることでも知られている五言古
詩の「古別離」における、訓みくだしや注釈や現代語訳の先行研究の誤りを指摘したことである。
とりわけ「金錯刀」「貂襜褕」「英瓊瑰」などの言葉の解釈や現代語訳に、異なる視点としての理
由を指摘している。 
 以上の点が、本博士論文の大きな特質と言えるものである。 
 
６ 論文の評価 
 既に「５論文の特質」において、本博士論文の特質を記しているが、それはそのまま本論文の
評価でもある。「断面的文学」としての視点から、漱石の漢詩作品を論じたことは今までなかった。
また、漢詩を一首として論じるだけでなく、連続する言葉やイメージのつながりがあるものとし
て、連作、あるいは長編詩に近いものであるとして論じたものも今までなかったものである。ま
た、漢詩入りの作品である『思ひ出す事など』や『虞美人草』、『草枕』も丁寧に論じ、さらに「古
別離」を先行研究との相違をきちんと論じている。このような点は評価されるべき点である。 
 もっとも今後の課題がないわけではない。まず、日本語の表現に誤りがあるというわけではな
いが、多少わかりにくいところがあるかもしれないということである。また、「断面的文学」とい
う定義について、漱石自身が『文学論』などでしか記していないこともあり、やや定義付けが弱
いということがあるかもしれない。さらに言えば、同じ「断面的文学」であり、漱石もたくさん
詠んでいる俳句について論じることがなかった。今回は漢詩に限定しているので特に問題はない
のであるが、できれば今後の課題として論じてほしいものである。 
 
７ 論文の判定 
本学位請求論文は，教養デザイン研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたもの
であり，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格した
ので，博士（学術）の学位を授与するに値するものと判定する。 
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